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観光統計調査報告書について 

 

１．調査分析資料 

 

  宮城県 観光統計概要 平成２９年（１⽉〜１２⽉） 

 

 

２．資料について 

 

（１）県内の圏域は仙南・仙台・⼤崎・栗原・登⽶・⽯巻・気仙沼の７地区です。 

 

 （２）観光客⼊込数、宿泊観光客数は延べ⼈数です。 

   （１⼈が観光地点を２箇所訪れた場合や、２泊した場合は２⼈となります） 

 
 
  



（１）観光客入込数 

 

 ①宮城県観光客入込数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
宮城県全体の観光客入込数は年々増加傾向で推移しており、平成２２年に 61,286 千人を

記録したが、平成２３年に発生した東日本大震災の影響で平成２３年の観光客入込数は大幅

に落ち込む結果となった。しかし翌２４年からは着実に増加していき、平成２７年以降の観

光客入込数は震災前の平成２２年と同水準まで回復、平成２９年は震災前の観光客入込数を

上回っている。 

 
 栗原市の観光客入込数は平成１９年に 1,910 千人であったが、平成２０年に発生した岩

手・宮城内陸地震により大幅に落ち込んだ。しかし、栗駒山麓ジオパークが認定されたほか、

栗原市の観光客入込数増加戦略等により、平成２８年の入込数は市の目標観光客入込数の

2,000 千人を超えている。平成２９年の入込数は前年比△133 千人の 1,874 千人となってお

り、震災前と同水準となっている。 

  
  

平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年

宮城県 52,082 55,691 57,424 60,656 60,838 62,296

栗原市 950 1325 1,543 1,891 2,007 1,874
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 ②季節別観光客入込数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮城県の季節別観光客入込数は前年と比べ、通年で増加した。増加数は春季+948 千人、

夏季+52 千人、秋季+192 千人、冬季+266 千人と春季が特に増加した。 
平成２９年の夏季は天候不順により増加の伸びが低いと考えられる。 

 
 栗原市の季節別観光客入込数は前年と比べ、春季のみ増加した。増減数は春季+5 千人、

夏季△65 千人、秋季△69 千人、冬季△3 千人と夏季と秋季で大きく減少している。 
年間入込数を割合で見ると春季は 23.7％（+1.8）、夏季は 28.4％（△1.4）、秋季は 29.3％

（△1.5）、冬季は 18.5％（+1.1）となっている。 
 宮城県各地区では通年の中で冬季の入込数が落ちる傾向にあるが、特に栗原市の冬季観光

客入込数は落ち込む結果となっている。 

 
  

春 夏 秋 冬

宮城県 16,318 13,410 15,744 16,824

栗原市 445 533 549 346

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

季節別観光客入込数

宮城県 栗原市

単位：千人 



2 
 

 ③分類別観光客入込数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮城県の分類別観光客入込数は、前年同様「買物」が最も多く 15,459 千人の入込があり、

前年比+702 千人と大きく増加した。増加要因としては主に沿岸部の商業施設の再建等と考

えられる。 
 次いで「イベント」が 12,388 千人で前年比+8,302 千人と大きく増加、「文化・歴史」が

9,150 千人でこちらも前年比+298 千人と増加した。 
 前年に対して「文化・歴史」、「温泉」、「買物」、「イベント」の項目で観光客入込数が増加

した。 

 
  栗原市の分類別観光客入込数は宮城県と同様に「買物」が最も多く 639 千人の入込が

あったが、前年比△43 千人と減少している。 
 次いで「自然」が 409 千人で前年比△38 千人、「行事・催事」は 270 千人でこちらも前年

比△44 千人と減少している。前年同様、上位３項目で栗原市の観光客入込数の 70％以上を

占めている。また、「産業観光」、「温泉」は前年の観光客入込数より増加となった。 

  

自然 文化・歴史 産業観光
スポーツ施

設等
温泉 買物 行事・催事 イベント

宮城県 5,251 9,150 3,567 7,248 6,675 15,459 2,558 12,388

栗原市 409 78 102 161 215 639 270 0
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 ④宿泊観光客数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 宮城県の宿泊観光客数は東日本大震災の復興需要もあり増加傾向が続いていたが、復興需

要が落ち着いてきた平成２５年から減少傾向へ転じている。その後、平成２７年は大型コン

サート、「観光王国みやぎ旅行割引」等の影響から大きく増加し、続く平成２８年は僅かに

減少したが、平成２９年は前年比+315 千人と増加に転じ、過去最高を更新した。 

 
 栗原市は観光客の入込が期待できる８月から９月が長雨の影響等により、前年比△8 千人

の 115 千人であった。 

  
 
  

平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年

宮城県 8,884 8,862 8,616 9,289 9,217 9,532

栗原市 102 113 110 110 123 115
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 ⑤居住地別宿泊観光客数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 居住地別宿泊観光客数は前年同様、「宮城県内」、「関東」、「東北（宮城除く）」の順に客数

が多く、上記３地域の合計で全体の８割以上を占めている。 
 前年に対し「宮城県内」は前年比△201 千人、「関東」は前年比△256 千人、「東北（宮城

除く）」は前年比△112 千人となっている。 
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平成２９年

平成２８年

平成２９年 平成２８年

北海道 111 134

東北(宮城除く) 979 1,091

宮城県内 1,781 1,982

関東 1,432 1,688

中部・近畿 482 544

その他 368 324

居住地別宿泊観光客数（居住地不明を除く）

北海道 東北(宮城除く) 宮城県内 関東 中部・近畿 その他

単位：千人 
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 ⑥主要観光地点別観光客入込数 

 
 

 【一迫地区】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 一迫地区の平成２９年の主要観光地点別観光客入込数は「一迫埋蔵文化財センターろまん

館」、「南くりこま高原一迫ゆり園」、「山王史跡公園あやめ園」の３地点合計で 26,596 人（前

年比△12,423 人）であり、全ての地点において平成２８年の観光客入込数より減少した。 
 詳細としては、「一迫埋蔵文化財センターろまん館」の観光客入込数は 1,279 人で前年比

△258 人、「南くりこま高原一迫ゆり園」は 17,794 人で前年比△9,963 人、「山王史跡公園

あやめ園」は 7,523 人で前年比△2,202 人となっている。 

  
  
  

平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年

一迫埋蔵文化財センター「ろまん館」 1,091 630 770 727 1,537 1,279

南くりこま高原一迫ゆり園 17,000 16,000 19,700 21,675 27,757 17,794

山王史跡公園あやめ園 6,410 13,349 14,778 11,415 9,725 7,523
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【花山地区】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 花山地区の主要観光地点別観光客入込数は合計で 246,253 人（前年比△16,752 人）と減

少が続いている。 
 最も観光客入込数が多い地点は前年同様「道の駅・路田里はなやま」で 145,678 人（前年

比△14,892 人）、次いで「国立花山青少年自然の家」が 64,380 人（前年比△509 人）、「温

湯温泉」が 26,575 人（前年比△617 人）、「花山青少年旅行村」が 7,115 人（前年比△398
人）、「寒湯御番所・ゆかりの家」が 2,277 人（前年比△268 人）、「湯浜温泉・湯ノ倉温泉」

が 228 人（前年比△68 人）となっており、全ての地点において前年の観光客入込数より減

少している。 

  
 
 

  

平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年

寒湯御番所・ゆかりの家 3,246 3,168 3,093 2,995 2,545 2,277

花山青少年旅行村 6,380 6,136 6,126 7,131 7,513 7,115

国立花山青少年自然の家 53,413 92,647 90,633 64,372 64,889 64,380

道の駅・路田里はなやま 141,944 140,825 150,705 168,000 160,570 145,678

湯浜温泉・湯ノ倉温泉 230 280 579 473 296 228

温湯温泉 29,535 28,241 28,084 27,192 27,192 26,575
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【栗原市全域】 

①平成２９年度栗原市全域主要観光地点別観光客⼊込数（上位５地点） 

 観 光 地 点 H２９年入込数 対前年増減数 

１ 栗駒山・イワカガミ平 151,410 人 △17,250 人

２ 道の駅・路田里はなやま 145,678 人 △14,892 人

３ 金成温泉金成延年閣 111,518 人 △3,400 人

４ 国立花山青少年自然の家 64,380 人 △509 人

５ 栗原市細倉マインパーク 56,230 人 △22,079 人

 
 
 栗原市の主要観光地点別観光客入込数は 730,135 人で前年比△64,066 人であり、その内

一迫地区は 3.6％（前年比△1.3％）、花山地区は 33.7％（前年比+8％）を占めている。 
 栗原市内主要観光地点において、前年に対して観光客入込数が増加した主要観光地点は

「ハイルザーム栗駒」の 33,931 人（前年比+22,640）のみとなっている。 

  
 平成２９年は８月から９月の長雨の影響により観光客入込数が伸び悩む年となった。 
 栗原市の観光客入込数が減少した中、市内の観光において花山地区が占める割合は増加し

たものの、年々観光客入込数が減少しており、今後は、一迫・花山両地区の魅力を活かし、

更なる誘客拡大に向けた取り組みを行っていくことが必要である。 

 


